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はじめに

アメリカ合衆国(以下、アメリカ)において、禁酒法運動をテーマにし

た歴史研究がこれまで数多くなされてきた。その中で、酒類を販売する場

所-主に酒場-は否定的に措かれることが多く、特に19世紀末以降の

禁酒法運動に関して言及される場合、そこはさまざまな悪徳と結びついた

閉鎖されるべき場所として扱われだ1)。つまり、酒場は過度の飲酒を引き

起こすだけではなく、売春やギャンブルなどと強く結びつき、さらには腐

敗まみれのマシーン政治の温床にもなったとする見解が、繰り返し述べら

れてきたのである。

その一方で、酒場が地域の住民に対して果たした役割については、ごく

簡単に触れられることはあっても、精緻に論じられることはあまりなかっ

た。それは、これまでの研究が史料の片寄りから、禁酒法運動家(以下、

ドライ派)からの視点でなされたものが多く、またこの運動に批判的であ

った研究者でさえも、禁酒法がもつ独善性やそれがもたらしたさまざまな

弊害-法律無視の社会風潮や密造・密輸入酒にまつわる犯罪の波など

-を指摘はするが、反駁されやすい酒場に関する議論を避ける傾向にあ

ったからだ。

確かに、世紀転換期の酒場がいろいろと問題を抱えるようになり、多数

の市民から否定的に眺められはじめたことは事実であり、であるからこそ、

最終的に合衆国憲法修正第18条が成立して全国禁酒法の時代(1920年～
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1933年)が現実のものになった。しかし、別の視点から見れば、酒場は異

なった評価を受けるべき場所と考えられる。19世紀後半、アメリカへ移民

として入国してきた人びとにとって、そこはたんに酒類を販売する店舗と

してだけではなく、他にもさまざまな役割を果たす地域社会の中心として

も機能したのである。

先ほども触れたように、このような論点は、これまでの禁酒法運動の研

究においては、避けて通られる傾向にあった。そこで、本稿では19世紀後

半の酒場に焦点を当て、それが果たした社会的機能や役割をまず検証する。

さらに、酒場を取り巻く環境は世紀転換期に変わりはじめるのであるが、

どのような変化が生じたことで酒場は衰退していき、最終的に全国禁酒法

の成立によって閉鎖を余儀なくされるようになったのかも明らかにした

い。

I:典型的な酒場

植民地時代から20世紀初頭まで、その場で飲用する場合も、また自宅な

どへ持ち帰る場合も、酒類の小売販売は主に「酒場」で行われた。19世紀

中頃まで、そのような店舗は一般的に"tavern"と呼ばれ、通常宿泊施

設を併せもっていたため、邦語訳として「酒場」妄りも「居酒屋旅館」が

適切であると思われる。居酒屋旅館は、生活環境が相対的に厳しく娯楽の

乏しかったフロンティア社会では地域の中核的施設となり、そこに集まる

客もすべての階層におよび、町の名士が農民や労働者と同じテーブルを囲

むことも珍しい光景ではなかった。居酒屋旅館は、実際に多くのコミュニ

ティにおいては教会に隣接する中心地に建てられたため、飲酒や社交以外

にも、裁判、選挙の投票、コミュニティの会合などを行う場所として使用

されたのである。

人口増加が著しいニューヨークやボストンなど北東部の町では、より豪

華な「ホテル」が現れるようになり、宿泊施設と酒類販売の場所が分かれ
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はじめた。ただし、ホテルによっては飲酒を楽しめる「バー」と呼ばれる

セクションが設けられたので完全な分離にはならなかったし、また豪華な

ホテルと無縁のフロンティア社会では、居酒屋旅館がやはりその後も長期

にわたって存続した。しかし、それでも北部の都市を中心に宿泊施設を切

り離す店が増えはじめ、1850年代末までにフランス語で大邸宅の客間を意

味する"salon"を語源とする"salqon"という語が、"taVern"に代わっ

て使用されるようになった。南北戦争後に定着したこの"saloon"という

言葉は、'日本語では通常「酒場」と訳される。

19世紀後半のアメリカ社会で、誰が通うどのような店舗が酒場と呼ぶの

にふさわしい、つまり「典型的な酒場」であったのであろうか。言うまで

もなく、酒類を販売する店はアメリカ全土に存在していたが、その多くは

シカゴ、ニューヨーク、ボストンなど北部の産業都市に集中した。例えば、

全国に30万軒に近い酒場があり、その全盛の時代とされた19世紀末、シカ

ゴ1都市だけで南部15州にあったすべての店舗の数よりも多かった(2)。し

たがって、本稿で「酒場」という場合、それは南部の農業地帯や西部のフ

ロンティア社会にあった居酒屋旅館を連想させるものではなく、北部の産

業都市にあった店舗を指すものとする。

次に、そのような都会の酒場に通う人たちについて考えてみたい。南北

戦争が北部の勝利で終わり産業資本家が政治の主導権を握ると、ポストベ

ラム期のアメリカ社会では工業化が急速に進んだ。それにともない、人び

とが雇用を求めて工場や会社のある町へ移動したことで、都市化現象は加

速された。さらに、慢性的な労働力不足に悩まされてきたアメリカは、多

くの労働者を海外に求めたため、世紀末には主として束・南ヨーロッパか

らの移民の流入が、それまでにない規模と多様性をともなって起こったの

である。その結果、20世紀までに住民の半数以上が移民によって占められ

る大都市が増え、中でもシカゴでは87パーセント、ニューヨーク市では80

パーセントが「外国人」となった(3)。

ところで、都市周辺の地域には、ワスプを中心としたアメリカ生まれの
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市民も多数居住していたが、彼らはどこで飲酒を楽しんだのであろうか。

もちろん酒場-この場合、労働者が集まる多くの酒場と比較して軒数は

少ないがより高級な店一一へも足を運んだことは確かだが、中産階級化し

た彼らにとって、飲酒する場所は他にも多々あった。もともと娯楽を提供

する場所に乏しいアメリカ社会だったが、19世紀も後半になると、飲酒も

楽しめるさまざまな社交クラブが出現した。射撃や乗馬などのスポーツサ

ークル、文学や音楽を鑑賞する文芸クラブ、政治について語り合い活動す

る結社、同窓生が集う友愛会などがさかんに組織された。会員を限定する

傾向にあったこれらのクラブへは、主に中流階級以上の人たちが参加した

のである。さらに、居住空間に余裕があった彼らは、自宅でアルコールや

会話を楽しむこともできた。このように、ポストベラム期に中産階級以上
1ライペート　　　　　　イクスタん一シヴ

の人たちは、自らの飲酒行為をより「私的」に、そして「排他的」に行う
セミパプリック

傾向になった。その結果、世紀転換期に酒場という「半公的」な場所に集

まる客には、移民が多数を占める労働者階級の人たちが多くなったのであ

る(4)。

以上のような点を考慮して、本稿では世紀転換期の典型的な酒場として、

飲酒と娯楽だけを目的に中産階級のビジネスマンが多く立ち寄る繁華街と

か都市交通のターミナル付近にあった酒場や、主に郊外に出現し夫婦同伴

も珍しくなかった「ビアガーデン」ではなく、工場の周辺地域および移民

労働者たちの居住地域-実際に両地域は近接もしくは部分的に重複する
ネイノt-7ツトサルーン

場合が多かった-にあった「地区酒場」に焦点を当てることにする。

通常、この種の酒場へは、璋りに面した正面の入り口にあるスイング・

ドアを押して入る。店内には、マホガニー材の長いカウンターとそれに沿

って真銃の足置きレールが設置され、足元には噛みタバコ用のやはり真銃

でできた疲壷が等間隔に置いてあった。カウンターの奥には酒瓶やグラス

がところ狭Lと並べられ、壁には大きな鏡と何枚かの絵画が飾られており、

その中には女性の裸体画がよく見かけられた。グラスや癌壷などの備品が

大量生産されるようになり、また第4節で触れるように醸造業者による酒
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場の系列化が進む19世紀末には、多くの酒場は「類似の規格化された姿」

を見せるようになった(5)。

カウンターの前のワックスが十分にかけられた床にはおが屑がまかれて

おり、窓際に向かってスペースがある場合に塵ま、テーブルと椅子が教組配

置された。客は1人もしくは2人であればカウンターで立ち飲みをし、そ

れ以上の人数であればテーブルを囲む傾向にあった。ただし、アイルラン

ド系の人びとは立ち飲みを好んだため、ボストンの酒場では、スペースが

あるにもかかわらずテーブルと椅子は置かれないところがあった(6)。その

ほか、ビリヤード台、ルーレット台、ピアノなどさまざまな娯楽を提供す

る備品を設置する店もあった。また多くの酒場には、正面から入るメイ
′くック・ルーム

ン・ラウンジ以外にも、別の出入り口を利用する「裏部屋」が設けられて

いたが、この部屋については第3節で詳しく論じることにする。

Ⅱ:「酒場文化」を支えた要因(その1)

ドライ派による酒場に対する攻撃が徐々に激しくなるなか、1880年に約

15万だった軒数は20年間に倍増するほど、酒場は北部の産業都市を中心に

繁栄し、「酒場文化」と呼ばれるものを生み出した。確かに、その期間に

15歳以上の国民1人あたりの無水アルコール飲用量が年間1.9ガロンから

2.1ガロンへと増加したり、入国する移民も年平均約45万人を数えるよう

になった。しかし、これらの変化だけで酒場の軒数の激増を説明するわけ

にはいかない(7)。このとき、酒場の繁栄とは、客たちが飲酒だけを目的に

そこへ通ったわけではなかったこと意味した。つまり、「他の施設では提

供できなかった彼らが真に求めた諸々の事柄に、酒場だけが応えてくれる」

という期待が、多くの客を集めることができた背景にあったのである(8)。

19世紀末の酒場は、以前の居酒屋茄館と同様に地域社会の中心に位置し

たが、客たちが期待し、そして酒場が応えようとした「諸々の事柄」は、

より複雑で多様化するようになった。前節で論じた典型的な酒場に関して、
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その事柄を分類すると、①気分転換、②食生活への支援、③社会生活上の

支援、④行事・会合場所の提供ということになる。ただし、これらの事柄

は、基本的に営利を目的とする酒場が行ったものであり、決して自発的な

福祉的活動ではなかった点と、酒場がすべてのことを例外なく実施したわ

けではなかったという点を確認しておきたい。

まず第一点についてだが、この範疇へは本来酒場がもっている例えば飲

酒や娯楽など、厳しい日々の生活を癒してくれる機能が含まれる。地区酒

場へ通う客のほとんどは近くに住む労働者で、世紀末においてその多くが

移民の一世と二世で占められていたことはすでに述べた通りである。彼ら
テナメント・ハウス

は一般に貧しく、プライバシーのない「共同住宅」の狭い部屋に家族全員

が詰め込まれて生活しており、安い賃金と長時間労働を強いられるなど、

居住環境や労働条件は劣悪であった。そのような状況のなか、夜は暗く冬

は寒い共同住宅では得られないくつろぎと快適さ-中産階級のアメリカ

人が本来ならば家庭にあるべきと考えたもの-を求めて、労働者は明る

くて暖かい「避難所」へと向かったのである(9)。

酒場に集まる客の多くは「泥酔するほど飲む意志はなく」、適度に飲酒

しながら同じ民族的背景をもつ人たちや同じ職場の仲間-これらはしば

しば重複する-との会話やゆっくりと流れる時間を楽しんだ10)。労働者

たちが最も好んだアルコール飲料はピールだった。しかし、時には
レシブロカル・トリーテイング

「替　り　合い」という仲間同士で、もしくは仲間になるために、順番にウ

イスキーの酒瓶を買って回すという飲み方が行われた。・これは、「本物の

民主主義が存在する酒場において、すべての人が対等であることを象徴す

る飲み方」で、19世紀中頃まで居酒屋旅館で行われた泥酔するまで飲む
ビンジ・ドリンキング

「酒　宴」の伝統を引き継ぐものだった(11)。このような飲み方が過度の飲

酒と結びつくとして、ドライ派によって非雉されたことは想像に難くなか

った。

酒場は、飲酒と会話を楽しむ場所として以外にも、、顧客の気分転換を図

るためにさまざまな娯楽が提供される「リクレーション・センター」でも
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あった。例えば、客はカード、ビリヤード、チェスなどの人と競い合うゲ

ームができたり、ピアノやヴァイオリンをはじめとした楽器演奏、歌手を

雇ってのコンサート、ヴオードヴイル、手品、曲芸が楽しめた。一部では

あったが酒場に隣接した施設を設け、ポーリングやダンスなど身体運動が

楽しめるようにしたり、またボクシングの興行を行うところもあった。た

だし、ボストンやフィラデルフィアなどの東部の都市では、ビリヤードや

ギャンブル台を設置することが禁止されたところもあり、娯楽の種類は場

所によって異なっていた(18。

次に、酒場文化を支えた要因の第二の範疇である「食生活への支援」に
フリー・ランナ

ついて述べてみたい。具体的に、それは「無料の昼食」(以下フリーラン

チ)を指すのであるが、無料と言ってもそれはグラス一杯5セントのビー

ルを注文した客だけが得ることのできる特典だった。ちなみに、当時グラ

スの大きさは一様ではなく、経営者はその大きさを決めるのに頭を悩まし

た。また、「フリー」とはあくまでも「無料」であって、「無制限に」食べ

られるという意味ではなかったため、「酒に支払った金額に釣り合わない

量の料理を食べようとする客」は、店の者に追い出されることもあった(13)。

アプトン・シンクレア(UptonSinclair)のFジャングル』にも「本日、

熱いエンドウ豆入りスープと茄でたキャベツ」とか「ザウエルクラウト

(発酵した塩漬けキャベツ)と暖かいフランクフルト・ソーセージ。さあ、

いらっしゃい」などという英語以外の言語でも書かれた看板が、酒場の通

りに面した窓にかけられている様子が述べられている。過当競争のこの時

代、酒場にとって昼間の顧客を確保するためには、フリーランチが重要な

意味をもつものであったことが容易に想像される(11)。

南北戦争の頃まで、労働者が昼休みに職場でビールを飲むことは黙認さ

れていた。当時、就業日には昼前になると新参の若い労働者や駄賃を貰っ

た子供が、`growler"と呼ばれた量り売りのビールを入れる容器-通

常ブリキ缶で、多少の大きさの違いはあった-を持って、近くの酒場へ

買いに走らされる姿がよく見かけられた。ちなみに、このような容器を携
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えて酒場へビールを買いに行くことは、"mShthegrowler'(容器を[酒

場へ]急がせる)と表現された。しかし、南北戦争後の工業化の進展にと

もなって、徐々に職場での飲酒を追放する経営者が増えていった。労働者

たちの間で、昼休みに食事つきの1杯5セントのビールを工場近くの酒場

で飲む習慣が定着し、それにともなって工場の周辺に酒場が増加した理由

として、職場でのこのような変化があった。

そもそもアメリカにおいて、酒場におけるフリーランチに類似したサー

ヴィスの起源は、植民地時代にまで遡ることができる。当時、居酒屋旅館

の中に宿泊客に無料の食事を振る舞うところがあった。ちなみに、そのよ

うな施設は、イギリスでは「定食」とか「定食つき旅館」を意味する「オ

ーデイナリイ」(ordinary)と呼ばれ、アメリカでは南部植民地に多かっ

た。酒場での酒類の注文にともなうフリーランチは1870年代のシカゴで始

まり、酒場の乱立から生じた過当競争の中で、先ほど述べたような職場に

おける労働慣行の変化を背景に、顧客を確保する手段の一?と.して1880年

代末以降全国に広がった(1豆。また、5セントではあったが、実際に料金を

支払うことで、「自尊心の強い人にとって屈辱的な施しを受けているとい

う意識が取り除かれた」点は、フリーランチ流行の一因として強調される

べきであろう(16)。

すべての酒場がこのサーヴィスを提供したわけではないし、また食事の

内容も地域や酒場によってかなり異なっていた。1899年、シカゴの第17区

では163軒の酒場のうち111軒でフリーランチが提供され、24軒ではフリー
ビジネスマンズ・ランナ

ランチではなく10セント程度の値段でより豪華な食事-「実業家の昼食」

と呼ばれ、通常20-35セントはするレストランでの料理よりも評判は良か

った-が出されていたか、28軒では一切昼食を出さなかった(1㌔　ミネア

ポリスとセントポールでは、634軒の酒場のうちフリーランチがない店は

56軒だけだったが、提供した酒場の約半数-578軒中286軒-ではチー

ズとクラッカー程度しか出しておらず、「ランチ」とは呼べない内容だっ

た。そのような酒場をのぞいて、実際にフリーランチを提供した226軒で、
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内容に関して「素晴らしいは11軒、まあまあ良いは138軒、まずいは77軒」

という調査結果があり、食事の質は一様でなかったことが想像される(18)。

一般的に、酒場が乱立して競争が数しい地域ほどフリーランチの内容は

良くなる傾向にあり、したがって東部ではなく中西部以西でこのことは言

えた。例えばシカゴ、セントルイス、サンフランシスコなどの都市では、

生き残りをかけて儲けを度外視したメニューを揃えたため、採算がとれな

くなった酒場もあった。競争が激しかったシカゴ第17区にあった平均的な

酒場におけるフリーランチのメニューは、「ソーセージ、月、卵のサンド

ウィッチ、ジャガイモ、野菜、チーズ、パン、肉料理」などで、これらの

食材を購入するだけで1日30-40ドルのコストがかかることもあった(1功。

また別の酒場では、「ライ麦パン、クラッカー、チーズ、ウインナ・ソー

セージ、ザウエルクラウト、塩漬け肉、ポテト・サラダ、ピクルス、プレ

ッツェル(塩味ビスケット)、塩魚、ニシンの薫製、豆など」が出された

が、フリーランチは明らかに喉の渇きを生じさせ、余分にビールを飲みた

くさせるような品目を並べたものと指摘されることもあった佃。

多くの酒場では、メニューは客としてやって来る特定の民族グループに

属す人を意識したものとなり、一方客として訪れる人たちにとっても、そ

れは自らの民族的帰属意識を確認させるものでもあった。北部の諸都市で

大きな集団を形成していたアイルランド系やドイツ系の人びとのために、

ポテトやソーセージは必ずメニューに登場したほか、イタリア系市民には

スパゲティが、またニュー・オリンズの酒場では、クレオールの人たちの

ために魚介類やアフリカに起源をもつとされるスープが用意されることも

あった別。ワスプを中心としたアメリカ社会において、平等な扱いを受け

ていないと感じた移民たちにとって、懐かしい祖国の味を求めて酒場に集

まり、母国語で会話を交わすことは、この上もない気分転換になったこと

は想像に妊くない。しかし、酒場へは同じ民族の人たちだけが集まったわ

けではなく、特に複数の民族集団の居住地区が接する地域にある酒場には、

さまざまな民族的背景をもった人びとの集まる傾向が強かった。そのよう
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な場所では、異民族の食文化に触れることができ、それが異文化間理解を

促す要因になったことも、フリーランチの意図せぬ貢献であった。

フリーランチを準備するために、規模が大きい酒場では料理人が雇用さ

れることもあったが、多くの場合は家族経営が基本だったため経営者の妻

が中心になっており、子どもたちもそれを手伝った。昼食は午前11時項か

ら始まるのであるが、材料の買いつけや仕込みは早朝から行われなければ

ならなかった。酒場は夜間だけ営業するものと考える者には想像し難い話

だが、20世紀初頭までの酒場、特に早朝から動きはじめる工場や市場の近

くに位置したものは、午前6時には開店していることが普通であった。そ

れは、フリーランチの準備のためだけではなく、当時、就業前に飲酒をす

る習慣をもった人たちがいたからであった田。ちなみに、閉店時間につい

ては、19世紀末にかけて自治体ごとに午後11時とか午前1時などと条例に

よって決められるようになっていったが、その時間が厳守されることはあ

まりなかった。特に週末ほど閉店時間が無視される傾向は強く、実際に月

曜日の朝まで連続して営業する店もあった。したがって、世紀転換期の酒

場経営は、資本の乏しい個人事業者やその豪族豆とって、過酷な労働を強

いられる場合も少なくなかったのである田。

酒場が提供するすべてのサーヴィスの中で最も注目されたのは、やはり

フリーランチと思われるが、当時の人びとはこれをどのように見ていたの

であろうか。ドライ派は、フリーランチは腹を空かせた貧しい人たちの窮

状につけこんで、彼らを飲酒という悪癖へ導くものであると警告した。こ

のような主張は、グラス一杯のビールをも拒絶する絶対禁酒主義者によっ

てならば理解されたであろうが、飲酒を食文化の重要な一部として持ち込

んできた多くの移民労働者には説得力に欠けるものであった。すでに述べ

たように、酒場は営利を目的とする施設であったため、フリーランチも顧

客を獲得するための手段であり、決して自発的な福祉的活動の一環ではな

かった。しかし、経済恐慌で大量の失業者が出るような非常事態では、文

字通り無料の食事を提供することもあった。例えば、経済不況下の1894年
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の厳冬にワシントン州スポウカンで実際にあったように、多くの酒場が協

力して、「炭鉱、牧場、製材所で解雇された少なくとも650人の失業者に宿

泊施設と食事を無料で支給した」こともあらた糾。

いずれにしても、フリーランチが多くの貧しい人びとに飢えを凌がせた

ことは事実であった。あるセツルメント運動家は、「シカゴのすべての慈

善団体が行った以上に、酒場は[フリーランチによって]貧しい人びとに

食べ物を与えた」と評価しているし、「もしニューヨーク市の酒場が閉鎖

されたならば、25,000人から食事が奪われることになったであろう」と論

じた社会史家もいた餌。

Ⅲ:「酒場文化」を支えた要因(その2)

引き続いて酒場文化を支えた要因を扱うが、ここでは「社会生活上の支

援」について見てみたい。その一つは、「情報センター」としての機能で

あった。情報を得る手段が少なかった当時、そもそも酒場に集まってくる

人たちの間で交わされる会話からだけでも、さまざまな情報が得られた。

酒場の経営者は、数多くの客と接触したため、例えば誰かが行方不明にな

っているなど、地域社会で起こった些細な事件や出来事にも精通していた。

これ以外にも、酒場には必ず新聞が置いてあり、その中には移民にとって

読みやすい母国語で書かれたものも多かった。母国語を含めて文字が読め

ない人に対しては、バ「テンや経営者がしばしば記事を要約して伝えてく

れることもあった。また、経営者は自ら市議会議員など地方の政治家であ

る場合が多く、地方政治に関する情報-例えば、警察官の増員があると

いう情報-に熟知していた。このことは、ドライ派の改革者たちで構成

される「50人委員会」が作成した報告書の中でも、「彼(酒場の経営者)

は最新の政治的な取り決めについての情報を最初に入手する人間である」

というように言及され、客に伝わる情報の早さが示唆されている餌。

新参の移民や失業中の労働者は、仕事の情報を求めて酒場へ行くのであ
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るが、そこは彼らにとって「就職斡旋所」でもあった。ただし、求める職

種によっては特定の地域の酒場へ行く必要があり・例えば船剰)や港湾荷

役の仕事を希望するならば、港近くにある店の常連客になることが就職へ

の近道だった。一方、労働者を求める経営者もしばしば工場近くの酒場を

訪れることがあり、そこが就職のための面接場所になることもあった0こ

のような点を考慮するならば、酒場が繁盛するか否かは・バーテンや経営

者が客の求めに応えるだけの就職情報をもっているか、そして親切にそれ

に対応できるかによって決まると言っても過言ではなかった0

「情報センター」として以外にも、酒場は銀行や郵便局の械能を果たす

こともあった。週末-ほとんどの労働者にとっては土曜日-に賃金を

小切手の形で受け取る労働者たちにとって、それを現金化するのは容易な

ことではなかった。ビジネス街にある銀行へ行くには遠すぎ、また週末は

閉店の店も少なくなく、さらに身元を確認されるなど銀行がもつ堅苦しさ

を感じたため、彼らはそのほとんどを自らが立ち寄る酒場で現金化したの

である。

1908年に、イリノイ州ジョウリエツトの町のある企業家は・自らが発行

した3,600枚の給与小切手のうち、1枚をのぞくすべてが酒場の経営者に

ょって裏書きされていたと語った。特に週末に現金化が集中したので、現

金が不足しがちな酒場へは、そこを系列下に置いた醸造業者が融通してそ

れに対応したの。さらに、お金を貸し付けてくれたり、中には現金や貴重

品を預かってくれる「貸金庫」のサーヴィスを行う酒場もあった。若き日

のジャック・ロンドン(JackLondon)は、無利子・無担保で、さらに酒

類を注文することもなく、酒場の主人から40ドルを借りることができたと

自伝に書き残している鰯。

また、酒場には便箋、封筒、鉛筆、そして投函箱が置かれ、遠く離れた

母国に住む家族や親戚などへ宛てた手紙の郵送まで引き受けてくれるとこ

ろがあった。一方、酒場を郵便物の届け先住所として使える場合もあった

が、このようなサーヴィスを利用したのはJ居住場所をしばしば変える独
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身者に多かった脚。

さらに、酒場は電話やトイレ(洗面所)を必要とする人たちにも利用さ

れた。町の中に公衆電話がいまだ設置されていなかった1880年代、共同住

宅の住民たちは、役所や病院への緊急なものだけではなく、近くの町に住

む親戚などとの連絡のため酒場の電話に列をつくった。当初、電話の加入

者はかけた本数や時間に関係なく均一料金を支払っていたため、多くの酒

場では常連客はサーヴィスとして電話を使用することができた佃。

19世紀後半から20世紀初頭にかけてiアメリカの町には都市化の速度に

追いつかない施設が数多くあったが、トイレもその一つだった。酒場のト

イレの使用料は無料たったが、何か飲み物を注文する利用者も多く、この

ことが飲酒を助長するとして、市当局に公衆トイレの増設を陳情するドラ

イ派もいたはどである。

最後に、酒場の繁栄を支えた第四の要因である「行事・会合場所の提供」

について見てみたい。第1節で触れたように、ほとんどの酒場には「裏部

屋」が設けられており、そこは必ずしもメイン・ラウンジの奥に位置した

狭い場所ではなく、二階の部屋であったり地下室であったりもした。裏部

屋には通常テーブルと椅子が設置されていたが、中にはビリヤード台など

を置いたところや、反対に何も置かずにダンスなどが楽しめるスペースに

したところもあった。ちなみに、ダンスホールが酒場から独立した形で一

般化するのは、20世紀に入ってからのことであった。

19世紀末、公営・私営を問わず、公民館のような安価で借りられる集会

場や会議施設はいまだ少なく、またホテルなどは、使用料金が割高であっ

たため利用者は限られていた。一方、酒場の裏部屋使用料は、酒類の注文

がある程度見込める場合は無料に、そうではない場合でもそれに近いもの

であった。このように、料金がほとんどかからず、飲み物と食べ物が常に

間近にあり、また寒い冬の夜でも会合が開けたため、酒場の裏部屋は主に

貧しい人たちによってさまざまな目的で利用されたのである。

この時代、酒場が裁判を行う場所として使用されることは、フロンティ
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ア社会をのぞけば徐々になくなっていったが、投票所として使われること

は都会でも続いていた。シカゴでは学校なども会場になったが、それでも

およそ半数の投票所は、居酒屋旅館からの伝統を引き継いで酒場の裏部屋

に設けられたのであった。

このように、公的な目的で酒場の裏部屋が使用されることもあったが、

通常はやはり私的な会合や行事で使われることが多かった。まず、近隣の

住人たちが、例えば結婚や葬儀など冠婚葬祭にまつわるさまざまな行事を

行う場所として、裏部屋を利用したことが挙げられる。結婚式そのものは

教会でなされるのであるが、その後の宴席の場所として、「中産階級の人

びとであればホテルの施設を借りるかも知れないが、労働者が集う祝宴の

幹事は……酒場をあてにした」のである81)。

首都ワシントンでは、常連客が亡くなると入り口に黒い布などを掲げて

弔意を表す酒場があったほか、ニューオリンズでは、次のような葬式が行

われることがあった。アフリカ系アメリカ人たちは、死者を埋葬する前に

まず酒場に集まった。会葬者の一団は、棺と葬送曲を演奏する者たちの後

を静粛に歩いて墓地まで行き、厳かな雰囲気の中で祈りと埋葬をまず終わ

らせた。しかし、これらの儀式が終わると様子はがらりと変わり、帰りは

陽気な音楽に合わせて踊りながら彼らは酒場を目指した。そして、裏部屋

では「とてつもない量の酒、食べ物、そして音楽によって死者は丁重に弔

われた」のである日功。

冠婚葬祭以外の目的でも、さまざまなグループが会合場所として裏部屋

を利用した。その代表的なものとして、まず「政治クラブ」が挙げられる。

政治クラブは、例えばニューヨーク市のタマニーホールのような、政治権

力を希求する特定の民族グループによって構成される都市政治マシーンの

地区組織として存在するものが多かった。メンバーたちは、市会議員や市

長選挙の時には自分たちの候補者を応援するためさまざまな活動を行った
キャンペーン・ヘツドクオーターズ

が、その中には裏部屋-実質的な選挙運動本部-での作戦会議や、彼

らの資金援助で候補者が開く有権者を招待しての飲食をともなったバーチ
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イも含まれた。世紀転換期の大都市では、酒場の経営者がこのような政治

クラブを取り仕切ったり、また自ら候補者になることも珍しくなく、禁酒

と政治浄化を目指すドライ派はこの点を取り上げて酒場を問題視したので

ある的。

合唱や楽器演奏の同好会、運動クラブ、文学クラブなども、頻繁に真部

星を使用した。ただし、酒場が集会場であったこともあり、これらの同好

会やクラブの会員は男性だけで、それも若い年齢の者が圧倒的に多かった。

決まった日時に集まり、確かに合唱したり文学について語り合ったが、会

ilたちは「トランプに興じたり、タバコを噂んだり、仲間と素晴らしい時

間を過ごす」など、まさに社交を楽しんだのである。19世紀末、若い男性

を対象としたクラブが数多く作られ、「都市では、貧しい地区の若者100人

:二つき一つの割合でそのようなクラブが結成された」が、それを可能にし

たのは、無料もしくはそれに近い格安の料金で使用することができる施設

の存在であった糾。

労働組合の幹部もまた、工場の近くにある酒場の裏部屋を会合場所とし

て頻繁に利用した。例えば1890年代のニューヨーク州のバッファローでは、

69あった労働組合支部のうち実に63支部がそうであった。また、中にはシ

カゴの船員で労働組合総同盟の指導者だったイーヴン・パワーズ(Even

Powers)のように、自ら酒場経営に乗り出す者もいたの。労働組合が会

合のほとんどを酒場で開いたのには、使用経費があまりかからなかったこ

とだけが理由ではなかった。それは、19世紀後半のアメリカ社会には、組

合活動やその理論的背景をなす社会主義に対して否定的な雰囲気があり、

訴場以外の施設の多くが労働組合による使用を認めなかったことも理由の

一つだった。当時、労働組合の主張に対する一般からの支持は少なく、特

に武装した組合員による工場封鎖を戦術に含む「過激な」ストライキは、

恐怖心をもって眺められたのである。

実際、組合幹部が集まる酒場の裏部屋が、ストライキ決行にあたっての
てントラル・ヘツドクオーターズ

~中央司令部」としてしばしば使われた。そのため、100人以上の死者を
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出した1877年の鉄道ストライキ以降、シカゴでは法と秩序を求める運動が

起こり、その中で禁酒法運動を支持する企業家たちは、ストライキ中の労

働者が酒場で飲酒すると理性を失い、一層暴力的になると訴えた。そのよ

うな主張が市当局を動かした結果、ストライキが始まると、警察によって

酒場の閉鎖が強制されることもあった。また、中には社会主義者の溜まり
ラ　イ　セ　ン　ス

場になっているとして、酒類販売許可証の更新を拒絶される酒場もあっ

た榊。組合の幹部は常連客であったので、彼らに便宜を図ることは経営上

求められた一方、当局に監視されることでさまざまな不利益が生じたり、

ドライ派の企業家には標的とされるなど、酒場にとってこのような状況は

まさにジレンマだったのである。

ところで、酒場の裏部屋を利用したのは、同好会の会員や組合幹部のよ

うな男性だけではなかった。1920年に全国禁酒法が施行される以前の酒場

は慣例上女人禁制となっていたため、出入りする女性がいるとすれば、そ

れは売春婦と見なされる傾向にあった。しかし、女人禁制とはあくまでも

正面のスイング・ドアから入る場合のことで、裏部屋へ通じる脇の入り口

をしばしば売春婦以外の女性も出入りしたのである。売春婦以外の女性が、

男性のエスコートなしにそこへ来る場合には二つの目的があり、それらは

持ち帰り用の酒類-主にビール-の購入とフリーランチの飲食だっ

た。

女性に貞節と美徳を求めたヴィクトリア時代、男性に比べると女性の飲

酒量は圧倒的に少なかったとされるが、このことはかなり誇張されていた

ようだ。実際、19世紀未の女性も飲酒しており、彼女たちのほとんどが禁

酒法を支持したというのは事実ではない。ただし、飲酒するのは不特定多

数の男性の目に触れる酒場のメイン・ラウンジのような半公的な場所では

なかった。中流階級の女性であれば家庭で、また労働者階級の女性であれ

ば共同住宅の台所や中庭、そして時には屋根の上や奥まった路地で行われ

る「野外パーティ」など私的な場所で、酒場の裏部屋へ行って購入し持ち

帰った酒類を、1人よりも近所の主婦たちと一緒に飲む傾向にあった。
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フリーランチを食べる女性客は、労働者の妻や娘であるか、もしくは自

らが労働者であり、友人同士や仕事仲間でやって来る場合が多かった。5

セントを支払うだけで相対的に満足できる昼食が食べられることが、働く

女性にとって何よりの魅力であったようだ。1905年のある日の昼下がり、

ニューヨーク市の洗濯工場で働く女性が腐りかかった冷めた昼食を食べて

体調を崩した。そのため、同僚が近くにあるデヴリンが経営する酒場のフ

リーランチを紹介したところ、さっそく女性5人がその酒場の裏部屋へ行

った。その後その輪は広がり、多くの女性労働者がフリーランチの常連客

になってしまったというエピソードが残されている囲。このように、酒場

の裏部屋は多様な目的で、さまざまな人たちによって使用されたのであっ

た。

Ⅳ:酒場衰退の理由

これまで論じてきたように、19世紀後半のアメリカにおいて、酒場はた

んに酒類を販売するだけの場所ではなく、特に移民労働者にとって、そこ
17・マンズ・・クラプ

はさまざまな役割を果たしてくれる「貧しき者の社交場」だった。この時

代、大都市では「酒場文化」と呼べるものが成立していたと言っても過言

ではないほど、酒場は周辺住民のH常生活に影響を与えたのである。とこ

ろが、19世紀末以降それを取り巻く状況は徐々に変化し、1910年頃から酒

場ビジネスは斜陽になりはじめた。そして、全国禁酒法の発効によって}

その存在は表舞台から消え去ったのである。そこで本節では、世紀転換期

に全盛を迎えていた酒場が、すぐに衰退するようになっていった事情を見

てみたい。

酒場衰退の第一の理由は、やはり禁酒法運動であったと思われる。そも

そもこの運動は、過度の飲酒に警鐘を鳴らすプロテスタントの牧師たちを

中心として、19世紀の初頭にニューイングランドで始まった「テンペラン

ス運動」に起源をもつものだった。テンペランス運動は、集会を開催して
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過度の飲酒によって引き起こされる弊害の是正を訴える説教を牧師が行っ

たり、小冊子やパンフレットを配布したり、また禁酒誓約書に署名を求め
モラル・スエージヲン

るなど、欽酒家個人に直接訴えかける「遺徳的説諭」を手段として進めら

れた。そもそも、テンペランスとは「中庸」とか「節制」を意味したため、

テンペランス運動は本来「節酒運動」と訳されるべきである。しかし、実

際には「節酒」にとどまらず、「禁酒」を提唱する運動も含まれたため、

それは「節酒・禁酒運動」であった。
1ロヒビション

「テンペランス運動」が「禁酒法運動」へと変わりはじめたのは1850年

代のことだった。当時、飲酒習慣を持ち込むアイルランドやドイツからの

移民が急増しており、道徳的説諭だけでは不十分と考えた改革者たちは、

法律による強制を手段とするように主張した。禁酒法は、基本的には酒類

の製造、販売、運搬などを禁止したもので、購入や飲用行為そのものを違

法としたわけではなかった。したがって、テンペランス運動から禁酒法運

動への変化は、運動の標的が飲酒家から酒類関連業者へと移ったことを意

味した。特に、酒場はドライ派によって「悪魔の司令部」として、改革す

べき腐敗の象徴と位置づけられたため、この運動は「噂場に反対するうね

り」となったのである細。このことは、.世紀転換期の禁酒法運動で指導的

役割を果たした組織の名称にも見てとれる。その組織とは、1892年にオハ

イオ州で結成され、3年後に全国組織となった反酒場連盟(Anti-Saloon

League)という政治的圧力団体だった。この連盟は、主に二つの目標、

つまり政治・社会浄化と産業の効率化を掲げて、酒場攻撃の急先鋒になっ

たのである脚。

反酒場連盟を動かしたのは、やはりプロテスタントの牧師や教会関係者

だったが、その後ろ盾となり、とりわけ財政的に組織活動を支えたのは、

労働者の飲酒による生産効率の低下と労使紛争時の過激な行動を危供した

産業資本家たちだった。そして、中産階級の人びと-その多くはワスプ

に属す-が、追随者として禁酒法運動を広く支持するようになった。こ
りスベクタピリテイ

のような酒場を巡る社会文化的対立の下で、「人格の高潔さ」を自認する
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中産階級の人びとは自ら客として酒場へ徐々に行き難くなるのであるが、

このことも、すでに過当競争に陥っていた酒場から、さらなる顧客を奪い

取ることになったのである。

19世紀後半の酒場は、バーテンなどを雇用するところもあったが、家族

の手伝いをあてにして行われる個人経営が主流であった。一部には悪徳な

店も存在したがその多くは健全で、すでに論.じたように地域住民からは一

定の評価を受けていた。ところが、世紀転換期に酒場を取り巻く状況は変

化しはじめ、それとともに一般市民の反感も高まっていった。この変化の

背景にあったのが、酒造業者による酒場の系列化だった。そもそもその始

まりは、南北戦争中の1862年に共和党政権が戦争遂行のための予算確保を

目的に成立させた、「国内歳入法」棚による酒類への課税政策であった。

この政策が切っかけとなり、酒造業界では醸造業者も蒸留業者も、課税分

をそのまま価格に上乗せせざるをえなかった弱小な者が淘汰されはじめ

た。

特に、酒造業界の主導権を握りつつあった醸造業者たちは、その後1880

年代に、低温殺菌、ガラス瓶に王冠を組み合わせた保存方法、冷蔵貨車な

どさまざまな分野で技術革新があって、全国にシェアをもつパブスト、シ

ュリッツ、アンパイザー=プッシュなどの大手企業がしのぎを削る業界を

形成したのである。しかし皮肉なことに、このような製造・保存技術の進

歩が、人びとを酒場から遠ざける一因を作ることにもなった。もともと腐
ケグ

りやすいビールは、樽に詰めて出荷されていたため、一般の家庭でそれを

保存しておいて消費することは困難だったので、もしビールを飲用したけ

れば、第2節で触れたように、容器をもって酒場まで買いに行く必要があ

った。しかし、上記のような技術革新の結果、世紀転換後には家庭で少量

ずつ保存のきく瓶に入ったビールを楽しむことが可能になり、ビールを宅

配する業者も現れるようになったのである。

また、酒造業界の寡占化が進んだ世紀末、ドライ派が酒場の軒数を減ら

す目的で始めた「ハイライセンス運動」が活発化し、さらに地方自治体も
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財源を確保しようとしたため、酒類販売許可証の取得料金が各地で値上が

りした。例えば、1880年代中頃に年間100ドル程度だったライセンス科が、

20世紀初頭のミネソタ州セント・ポールでは1,000ドルに、またフロリダ

州タンパでは1,750ドルに跳ね上がった如)。

個人経営が多い零細な酒場は、ライセンス科の高騰に悲鳴を上げ、醸造

業者に救済を求めた。一方、教化する競争のなか販路を求めていた業者は、
プランド

自社製品の独占的販売を条件に、ライセンス科の肩代わりを含む便宜を供
タイド・ハウス

与することで「特約酒場」を増やした。さらに、醸造業者が酒場ビジネス

への参入を希望する者に、開店資金や備品を貸し与えて販路を拡張するこ

とで、酒場の系列化を進めたため店舗数は増え、過当競争は加速されたの

である的。

このように、酒場は醸造業者から融資を受ければ容易に開店できた反面、

すぐに利潤を挙げなければ借金を抱えたまま閉店に追い込まれたので、店

主は利潤追求を最優先に考えることを強いられた。その結果、売春やギャ

ンブルとそれまで以上に結びつく店が増え、中には年少者にも飲酒させる

店も現れるなど、酒場は徐々に批判されるようになり、禁酒法運動の活性

化を招いた。そして、「酒場に対する一般の反感が最高潮に達したとき」、

禁酒法はまず州レベルで、そして最終的に連邦レベルで成立したのであ

る的。

次に、酒場衰退の第二の理由を考えてみたいが、それは必要性の相対的

低下というものであった。その原因として考えられるものは二点あり、そ

れらは酒場に代わる施設の増加と利用客のニーズの変化である。19世紀後

半の酒場は、すでに論じたように多様な機能と役割を果たしたため、多く

の人たちがそこを利用した。当時、酒場以外にそのような機能や役割を果

たす施設が十分に整っていなかったことも、人びとの酒場への依存を強め

る原因になった。この点については、ドライ派やソーシャルワーカーなど

の改革者たちも気づいていた。ある改革者は、本来ならば家庭が果たすべ

き役割を酒場が代行している点を嘆き、「ひとたびスラムが庭園のような
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美しい郊外の住宅のようになれば、人は[酒場へ行かずに]自宅の暖炉の

傍らで酒を飲むだろう」と考え、急速な都市化の中で立ち遅れた居住環境

を、早急に改善する必要性を訴えた紬。またシカゴでは、ハル・ハウスや

シカゴ・コモンズのようなセツルメント運動によって、男性を酒場から家

庭に引き戻すことを視野に入れて、共同住宅での食事の改善を目的とした

料理教室が試みられた鵬。

さらに、酒場が果たしていた機能と役割は、もともと酒場が行うべきも

のではないと確信する者たちは、それに代わるものを自ら作り出す活動を

行った。例えば、著名なセツルメント運動家のリリアン・ウオルド

(LillianWald)は、「労働者組織や政治グループを引きつける酒場の階上

にある会合場所(裏部屋)の悪影響を危惧して」、ジャーナリストのジェ

イコプ・リース(JacobRiis)などの協力を得て約10万ドルの資金を集め、

ニューヨーク市に社交を目的とした施設としてクリントン・ホールを1904

年に建設した。この中にはレストラン、ビリヤード台、ポーリング・レー

ン、ダンスホール、会議室などが設けられ、20以上の労働組合は、そこを

活動と交流の拠点として使用した囲。

また、酒場にとって、さまざまな意味で「ライバル」となる活動も始ま

った。ボストンではrアトランティツク・マンスリー」誌の編集者の妻で

改革者のアニー・フィールズ(AnnieFields)が、酒場の代替施設として

共同住宅地区に「コーヒーハウス」をいくつか開店させるために多くの時

間とお金を費やした的。また、女性キリスト教禁酒同盟は、テンペランス

を促進するためにアルコール飲料の代わりに清涼飲料を販売する「ソー

ダ・77ウンテン」を各地に作る運動を開始したのである。

さらに、全国のレストラン経営者たちは、非衛生的だとしてフリーラン

チを攻撃し、その禁止を求めてそれぞれの都市の市会議員に働きかけた。

シカゴやボストンでは、最終的に1917年になってフリーランチが禁止され

るのであるが、これは第一次世界大戦への参戦を期に食糧確保の一環とし

てとられた措置だった掴。それとは別に、職場の近くまで昼食を売りに来
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るワゴンの出現、慈善事業による文字通りの無料ランチ支給、工場内にで

きた従業員食堂、そして妾が作るサンドウィッチ弁当などが、フリーラン

チの需要を縮小させたのである。

一方、時間の経過とともに移民労働者を取り巻く環境も変化した。入国

直後の移民にとって、酒場が提供するさまざまなサーヴィス、特に母国語

で知らされる雇用情報などは必要不可欠なものであった。しかし、世代が

変わり二世や三世は英語で意思の疎通が図れるようになり、また民族クラ

ブなどの互助的友愛会も活発な活動を開始した。さらに、徐々にではあっ

たが生活状況も改善されて、中には共同住宅が集中するスラム街から郊外

の住宅地へ引っ越す者も現れるようになったのである。

19世紀後半のアメリカにおいて、中流階級以上の市民にはいろいろな社

交の場が誕生した一方、労働者階級の人たちとって、仕事が終わって就寝

するまでの時間、もしくは休日の余暇を過ごす場所があまり存在しなかっ

たことは、すでに述べた通りである。しかし、20世紀になるとシカゴやニ

ューヨークのような大都会では、公園、図書館、公会堂、体育館などの公

共施設が整備され、また娯楽も多様化し、遊園地、ダンスホール、映画館、

野球場など民間の娯楽施設も整うようになり、それらは経済的に恵まれな

い人びとでも利用できた匝功。当時、映画館の入場料はフリーランチの値段
ニツケル

と同じ5セントだったので、そこは「ニッケルてオデオン」と呼ばれ、労

働者階級の人たちが観客の多数を占める娯楽の場になった。映画館をのぞ

いた他の施設はすでに19世紀後半に存在していたが、それらはすべて20世

紀に入ってから際立って整備が進み、軒数も増えたのであった。このよう

に、酒場を取り巻く状況が変化していくなか、それが以前果たしていた機

能と役割の重要性は、相対的に低下したのである。

おわりに

19世紀後半の酒場、特に移民労働者が多く集まる都会のそれは、彼らに
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とって日々の生活をおくる上でなくてはならない施設だった。これについ

ては、当時過度の飲酒に警告を発していた改革者チェスター・ローウェル

(ChesterRowell)でさえも、「酒場は人びとが本当に求めたものを提供

していた」と述べている。また、ドライ派の立場にたつ「五〇人委員会」

も、「ソーシャル・センターとして酒場は極めて重要であった」ことを認

めている佃。

しかし、閉鎖を要求して酒場へ押しかけたことを切っかけに組織された

女性キリスト教禁酒同盟と、酒場の存在そのものを否定する反酒場連盟を

中心に進められた禁酒法運動の主流派は、そのような点に配慮することは

なかった。彼らは、酒場はすでに改善できないほど悪徳と結びついている

と訴えることで支持を拡大したのだが、現実には世紀転換期にいたるまで

健全な店が多かったのである。

社会学者でありシカゴのハル・ハウスで活動するソーシャル・ワーカー

でもあったアーネスト・ムーア(ErnestMoore)は、調査によって問題

となる酒場は一部に過ぎないことが確認されたとして、「それを一般化す

ることは正当な扱いではない」と警告している伽。実際、酒場を容認する

ことはできないとする考え方が、19世紀中に世論を支配するところまで高

まることはなかった。1900年の時点でメイン、カンザス、ノースダコタ、

ニューハンプシャー、ヴァーモントの5州で禁酒法は成立していたが、

1903年にはニューハンプシャーとヴァーモントのそれは廃止されたのであ

る。

しかし酒場は、さまざまな娯楽を提供する新しい施設が出現するなか、

過当競争の時代に突入していた。ドライ派が進めたハイライセンス運動が、

酒場の醸造業者による系列化を促し、皮肉にも店舗数を増やす結果を招い

たことはすでに論じた通りである。かつて、アメリカへ移民してきた労働

者にとって「荒波の中で出会った灯台」だった酒場は、自らの生き残りを

かけて利潤第一主義を掲げたことで問題化し、新移民が急増する中で激し

くなった文化戦争においてドライ派の標的となるのであった。
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The Rise and Fall of
the American Workingman's Saloon, 1870-1920

Masaru OKAMOTO

There have been a lot of studies on the prohibition movements in

the United States by many pro-prohibition (dry) historians. In these

writings the places where liquor was sold -mostly saloons- tend to be

treated negatively as "a den of vice," because they were linked to

gambling, smoking, and prostitution as well as binge drinking.

Moreover, they were also thought to be evil because they had become

bases for machine politics. Many saloon owners were elected to be

aldermen by ethnic voters, and some of them became "precinct bosses"

who assisted opponents of prohibition aspiring to higher public office

by gathering votes at their saloons. If such a candidate won an

election, he would then distribute many public jobs such as those in

police and fire departments through "precinct bosses." This activity

was regarded as political favoritism and corruption by contemporary

prohibition advocates. "Saloons must go" they concluded.

Actually, after the turn to the 20th century, saloons got more

involved in various kinds of social evil to survive under excessive

competition, which inflamed many people. Consequently, the

prohibition movement led by the Anti-Saloon League focused its attack

on saloons. Prohibitionists finally suceeded in persuading many

middle-class Americans of the necessity of a national prohibition law,

which destroyed legal saloons in 1920.
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However, the contribution of saloons in big cities to the people

living on adjacent streets has not been discussed thoroughly. The

scarcity of historical materials on the workingman's saloons explains

this partially. Working-class bargoers seldom recorded their thoughts

and experiences for posterity. As a result, while "dry" historians have

produced many fine studies of the prohibition movement, "wet"

counterparts tend to avoid such controversial places as saloons.

Instead, they refer to such "side effects" of the prohibition law as waves

of crime, the general tendency to disregard laws, and the illegal

production and importation of liquors.

Until the late in the 19th century, however, most saloons were in

fact much more wholesome than those in the early 20th century.

These "poorman's clubs," as they were often called at the turn of the

century, were frequented mainly by laborers, many of whom were

newcomers from the same ethnic background as the owners of the

saloons. Light diversion was not the only reason that customers

frequented saloons after a long day of hard work. Saloons were

indispensable for them in many other ways.

The newcomers gathered there to seek someone to help find places

to stay and jobs to make money, while speaking to other patrons in

their own languages. They provided laborers with "free" lunch at a

very low price. They also provided "back rooms" for labor union's

meetings, and other social events like wedding receptions.

Furthermore, they also acted as bank, post office, and so on for the

convenience of the customers. In this paper I discuss the functon of

the neighborhood saloons like these, revealing the other side of the

story, the working-class drinkers' side. And also I explain why such

saloons became a fading industry early in the 20th century.




